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および吸着平衡について検討した。 Mn(TMPyP)5+ の共鳴ラマンスペクトルは、 Mn('τ'MPyP)5十が軸配位子として水
分子を配位し、 Mn(TMPyP)5十分子の外側に配置するメチルピリジル基で、非常に弱く DHP のリン酸基と相互作用し
ていることを示した。また、 DHP によって誘起される Mn(TMPyP)5 +の界面吸着が、 Gouy・・Chapmann 式および
Langmuir 式に基づいた静電相互作用モデルで、説明で、きることを見出した。さらに、偏光ラマンスペクトルの解析に


















(second harmonic generation-circular dichroism、 SHG-CD) の装置を開発し、それを用いてポルフィリンの界面
会合によるキラリティーの発生をはじめて明らかにしたものである。この方法では、液液界面に吸着した 10- 10mol 
cm-2 以下の単分子層のキラリティー検出を、界面選択性と増幅効果に優れた共鳴 SHG 法により達成している。本
法を用いて、陰イオン性ポルフィリンが陽イオン性界面活性剤とともにへブPタン/水界面に吸着するとき、ポルフィリ
ン単量体の吸着では光学活性を示さないが、 J-会合体を形成すると、ヘリカルなキラル集合体となってキラリティー
を示すことをはじめて測定することに成功した。本研究により開発された装置及び方法は、界面や膜における極微量
の生体分子や超分子の光学活性状態分析法として極めて有用性が高い。よって、本論文は博士(理学)の学位論文と
して優れて価値のあるものと認める。
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